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梵珠だより

ギンラン青森県立自然ふれあいセンター機関誌

□ 行事レポート □
●野鳥観察会～津軽富士見湖から十三湖にかけて～

４月７日（日）
●梵珠の森 春のふれあいデー

４月27日（土）・28日（日）

●梵珠山撮影登山 ～春の花の時期に～
５月３日（日）

●新緑トレッキング ～ブナ岱を経て梵珠山へ～
５月12日（日）

●梵珠山縦断トレッキング（空沼～梵珠山）
　６月２日（日）

●初夏の花旅 ～松森山の花を訪ねて～
　 ６月23日（日）
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花期のヤマブキショウマ
（2023 年 7 月 4 日）

● ヤマブキショウマ 齋藤 信夫（青森自然誌研究会）

　雪が溶け出すのを待っていたかのように、春
ともなると多くの野草が次々に花を咲かせる。
梵珠山であればカタクリ、キクザキイチゲなど
が代表格で、それらは赤色系、青色系、白色系
などの色彩と群生で私たちを圧倒する。そんな
光景が一段落すると、ニリンソウ、マイヅルソウ
などの白色を基調とした小さな野草の世界が
やってくる。雪解け以降、足早でやってきては
去っていく春の花々が終わると、しばらく、野
草の饗宴は影をひそめる。そして、梅雨が来る。
　その時期、梵珠山のそれぞれの散策路沿い
では、野草としては大型のヤマブキショウマが
花を咲き始める。草丈は大きな個体では１ｍ
少々ほどにもなるだろう。花茎に、やや黄色っ
ぽく見える、小さな白色花を贅沢に咲かせ、花
穂が６月の風に揺れる。花序は円錐状の総状花
序と呼ばれる形だから、遠目には花穂の部分だ
けがうっすらと霞がかっているようにさえ見え
る。花の咲き具合は雌雄異株というタイプであ
る。雄花には２０本前後の雄しべと、時には退
化した雌しべがあり、雌花には３個の雌しべと
時には退化した雄しべがある。この退化したと
いう表現が興味深い。というのも、それぞれが
退化していなければ、雄花あるいは雌花は存在

せず、ともに両性花扱いとなるからだ。
　植物との対話をし始めたころの自分を振り
返ってみると、少しばかり植物の名前を言える
ようになったとき、「～ショウマ」とされた植
物の知識が混乱してしまったのを思い出す。最
も身近に見ることができたのはトリアシショウ
マとヤマブキショウマだったろうか。トリアシ
ショウマの茎は三本に分かれる部分が鳥の足
先に似ているとか言われ、その気になったりし
たが、そのように三本に分かれる形態の野草は
ほかにもあるので、かえって悩んでしまってい
た。ヤマブキショウマだって似たような形態と
いえば言える。花の構造について、図鑑ではヤ
マブキショウマの心皮は３個、トリアシショウ
マは２個と説明している。また、葉では、平行
脈がヤマブキショウマ、網目状はトリアシショ
ウマとしたりする。何やかやと覚えたつもりで
いたが、当時はまだ、花期に違いがあることに
は気が付いていなかった。そのことは図鑑には
書いていない。花期について自分なりに捉えた
のは、ヤマブキショウマが先、少し遅れてトリ
アシショウマという事実だった。その事実は、
梵珠山での観察で気が付いたことである。あり
がたいことだ。
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ぐんぐん伸びているヤマブキショウマ
（2021 年 5 月 4 日）
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　雪解けから新緑までのひと月足らずの間、
明るい林床は春の訪れを告げる花＝スプリン
グ・エフェメラル（春植物）として、フクジュ
ソウ、キクザキイチリンソウ、オトメエンゴ
サク、ニリンソウなどさまざまな花でにぎわ
う。カタクリはこれら春植物の中でもひとき
わ目立つスターである。紫斑のある２枚の葉
の間から伸びた茎の先にあざやかな紅紫色で
4 ～ 5cm の大輪の花を一つ咲かせる。うつ
むきかげんにつけるその姿は、実に優しく誰
の心もとりこにしてしまう。花の中をのぞく
と花びらの元の方にある W 字形の濃い紫色
の模様が面白い。長短 6 個のおしべと先が
三つに分かれためしべがある。
　蒴果は三稜形で、晩春には熟し、中から付
属体をつけた種子がこぼれ落ちアリによって
散布される。この頃は葉が枯れ翌春まで地上
から姿を消す。
　カタクリを見たことがない人でも料理に使
う片栗粉は知っているでしょう。今ではジャ
ガイモのデンプンを使いますが、もともとは

カタクリの鱗茎（地下茎）からとったデンプ
ンのことなのです。成長したカタクリの鱗茎
は地下 20 ～30 cmもの深いところにあり、
白くて棒のような形をしているのです。
　もののふの八十少女（やそおとめ）らが　
汲みまがふ　寺井の上の堅香子（かたかご）
の花

「万葉集」にある大伴家持の有名な歌です。
堅香子はカタクリの古語であり、万葉の時代
から人々に親しまれ、利用されていたことが
分かります。
　群生地では、突然変異で色素が抜けた清楚
な白花に出会うことがあります。
　開花記録によれば、県内のカタクリが咲き
そろうのは、ほぼ 4 月 25 日前後といわれて
いる。梵珠山のカタクリ観察が楽しめるのも
この頃です。

●カタクリ（片栗）ユリ科 長尾 キヨ（津軽植物の会）

生物暦（2023年）　　　8 月　　☀☁☂：天気　　植物  野鳥  動物  昆虫  は虫類・両生類　　
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●「キバラヘリカメムシ」ヘリカメムシ科 鳴海 冨美子（津軽昆虫同好会）

生物暦（2023年）　　9 月　　☀☁☂：天気　　　植物  野鳥  動物  昆虫  は虫類・両生類
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曜 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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　ニシキギ科のマユミやコマユミ等に付き、
実葉等から汁を吸う。漢字では「黄腹縁亀虫」
と表記され、腹部が黄色で翅が細長いため上
から見ると黄色い腹部がはみ出して見え、平
らな背中が亀の甲羅に似ていることに由来し
ているようだ。腹部のヘリは黄色と黒の縞模
様、脚は白と黒の配色、触角の先端は赤色を
している。幼虫は翅が短いので、腹部の黄色
がむき出しになっていてよく目立つ。卵は赤
褐色で長径 15㎜、短径が 1㎜ほどの楕円形
で、何十個も並べて産み付けられている。
　マユミやコマユミが紅葉し、果実が熟す頃
にはいつの間にかたくさんの卵・幼虫・成虫
が群れを成して葉上に集まっていて、たいへ
ん賑やかである。同じ時に生まれても成長の
早さには違いがあるようで、大きさもまちま
ちなので、若齢幼虫から成虫になるまでの過
程を一度に見ることができる珍しい昆虫であ
り、見ていて飽きることはない。あまり動き

回ることはなく、じっとしていることが多い。
　以前は東北地方を北限としていたが、近
年では北海道でも見られるようになり、北
海道から沖縄まで分布している普通種であ
るが、数は少ないようである。
　梵珠では 9 月中旬から 10 月中旬にかけ
てよく成虫が見られ、年 1 回の発生で、成虫
越冬である。また、時々色彩の違うものが
見られて驚くことがある。
　匂いはさわやかな「青いりんご」の匂いと
言われているが、私はまだ嗅いだことはな
い。でも、近づいてもあのカメムシ特有の嫌
な匂いがしないのは確かである。一般にカ
メムシというと独特の嫌な匂いを出す虫と
して嫌われているが、種類によって匂いも
異なり、色や形は変化に富んでいて美しい
種類もある。

幼虫と卵（右上）成虫と幼虫


